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メールアドレス

参加講座
参加形態

参加形態

第 1 講 第 2 講 第３講 第 4 講

参加申し込み書  （必ず事前に予約をお願いします）

講座だけ、視察・見学会だけ、あるいは飛び飛びの参加もＯＫです。
第1次分として2023年5月20日(土)までに、原発ゼロの会・大阪の
事務局までお申し込み下さい。

会場　　Zoom 

会場　　Zoom 

紙ベースの資料集 希望　　不要 

会場　　Zoom 会場　　Zoom 会場　　Zoom 
（5月31日） 

第 1 回
（７月20日） （９月10日） 

第 2 回
（10月26～27日） 

（6月28日） （9月27日） （11月22日） 

(Zoomの方は必須)

お　名　前 電話番号

ご　住　所

（いずれかに○印を）

紙ベースのレジュメ
（いずれかに○印を） 希望　　不要 希望　　不要 希望　　不要 希望　　不要

視察・見学会
(参加の場合は○印を)

自然エネ推進運動交流集会

コピーして、ＦＡＸ・メール・郵送などでお送りください。

※いずれかに○印を

原発ゼロの会・大阪　事務局
　　〒 540-0026  大阪市中央区内本町２丁目１番１９号　内本町松屋ビル 10　370 号
　　　　　　　　　　　　　　大阪から公害をなくす会　気付
　　　　　電　話　０６―６９４９―８１２０　　ＦＡＸ　０６―６９４９―８１２１　
　　 　　　メールアドレス　energy-bukai@genpatsuzero-osaka.com

　　郵便振替口座・郵便貯金口座（口座名はどちらも「原発ゼロの会・大阪」です）
　　郵便振替　00900-8-20144　　　ゆうちょ銀行　記号 14060　番号 45436461

■連続講座
●参加・資料代
　1 回 800 円（学生 : 無料）
　4 回連続ご参加の方は 2,800 円
●講演レジュメについて
　参加者には事前にデータで講演レジュメをお送り

します。紙ベースのレジュメをご希望の方は、
郵送代の実費等として1回につき150円のご負担
をお願いします。

■有田川町の小水力発電・バイオマ
　ス発電所の視察・見学

●参加・資料代　800 円（昼食代は別途）
●交通費　6,500 円（マイクロバス代）
●有田川バイオマス発電所見学料　1人5,000円

原発をなくし、自然エネルギーを推進する大阪連絡会 ( 原発ゼロの会・大阪 )
協賛　日本科学者会議大阪支部　自然エネルギー市民の会　自然エネルギーねやがわ市民の会

地球温暖化による気候危機は、史上最高の
気温、大規模な洪水や干ばつ、氷河・氷床の
融解など、異常気象や極端現象として各地
に大きな災害をもたらしています。温暖化の
原因ともなっている温室効果ガス、中でも
CO2の削減は世界共通の喫緊の課題となっ
ています。
そんな中、岸田政権によって“CO2を出

さないクリーンなエネルギー”として、原発
の「使用期限の延長」や「リプレース・新設
の容認」など、原発への回帰路線、原発推進
政策が進められようとしています。しかし、

①7月20日(木)
　　和歌山県有田川町の小水力発電・

　小規模木質ガス化発電
②10月26日(木)～27日(金)
　　福井県の原発群と住民運動、自然

　エネ・再エネの取り組み

　 　 　 　 　 ● 個人や地域、事業所などでの省エ
　　　　　　ネや創エネの取り組み

● 地域での行政や議会への働きかけの経験
● その他、環境の保全や担い手づくりなど

福島第 1原発の事故を見れば、原発がクリー
ンで安全・安心のエネルギーでないことは明
らかです。
自然エネルギー・再生可能エネルギーこ

そ、真にクリーンなエネルギーであり、自然
によって無限に与えられ、循環利用によって
永続するエネルギーです。また、国際情勢に
も左右されない純国産エネルギーであり、こ
れこそ大きく伸ばすべきエネルギーです。
そんな思いを込めて、今年も自然エネル

ギー連続講座を開催します。多数ご参加くだ
さいますようご案内申し上げます。

視　察
見学会

自然エネ
推進運動
交流集会

9月10日(日)　10:00～17:00

■自然エネ運動交流集会
●参加・資料代　800 円
● Zoom 参加者で紙ベースの資料をご希望の方は

郵送代の実費等で 150 円プラス

■福井の原発と自然エネの取り組み
　の視察・見学

●参加・資料代　800円（昼食代は別途）
●交通・宿泊・その他経費　24,200円。

■申し込み・振り込み方法
●下記の申込書(または内容)にて、第1次分として5

月20日(土)までにメールかＦＡＸ、郵便などで事
務局までお申し込み下さい。

●お申込みいただいた方には、事務局より請求書と郵
便振込用紙をお送りします。郵便振込か郵貯口座
への振り込みでお願いします。

自然エネルギー
連続講座

知と継続は力！ 学習から行動へ！

第６期（2023年5月～11月）

５月
31日
（水）

６月
28日
（水）

９月
27日
（水）

11月
22日
（水）

和田　武さん
（和歌山大学客員教授）

保母 武彦さん
( 島根大学名誉教授 )

里中 悦子さん
( 関西広域小水力利用推
進協議会・事務局長 )

菅沼 利和さん
（おひさま進歩エネル
ギー株式会社・社長）

2023年度の講師のみなさんと視察・見学会、運動交流集会

大阪民医連およびZoom



連続講座・運動交流集会の会場周辺図
視　察
見学会
１

視　察
見学会
２

自 然 エ ネ ル ギ ー 連 続 講 座第6期

地下鉄堺筋線・中央線
の「堺筋本町駅」で下
車し、⑨番または⑭番
出口から徒歩3分です。

最寄りの駅

5月31日（水）
午後６時３０分～

●会場　大阪民医連およびＺｏｏｍ

●講演要旨　まず、「待ったなし」の気候危機とロシア
のウクライナ侵略によるエネルギー危機の下での世界と
日本の自然エネ（再エネ）の最新の普及動向と今後の見
通しについて述べるとともに、再エネ普及が進むデン
マークやドイツでの市民地域主導による取り組みとその
効果について論じます。その上で、日本のエネルギー政
策、特に岸田内閣の原発重視政策の問題点に触れながら、
再エネ中心の持続可能な社会を目指すための政策と市民
の役割について考えます。

講　師　和田　 武　さん  

世界と日本の自然エネ
（再エネ）をめぐる
最新情勢
岸田内閣の原発重視政策の問題点にもふれて

大阪民主医療機関連合会

引き続き新型コロナ感染防止へのご協力をお願
いします。会場ご参加の方は、本人の発熱や濃
厚接触の場合は、出席をご遠慮ください。また、
当日は、検温・手指消毒、マスク着用などをお
願いします。

お願い

 （和歌山大学客員教授、　自然エネルギー市民の会代表）

6月28日（水）
午後６時３０分～

●講演要旨　岸田政権は、安倍政権でさえ躊躇した「原
発回帰」政策へと大転換を始めました。ロシアのウク
ライナ侵攻で標的にされたのが原発ですが、その原発
が並ぶ日本海沿岸でいったん事が起これば、京阪神も
壊滅の危機に陥ります。このリスクを回避するには、「原
発回帰」の国政を破棄し、安全で豊かな「エネルギー
自治」社会の実現しかありません。それは可能か。国
家の重点事業を住民の力で廃止させた宍道湖の事例か
ら、戦略・戦術を一緒に考えましょう。

講　師　保母　武彦　さん  

原発依存の国策をやめ、
安全で豊かな「エネル
ギー自治」社会の実現を
宍道湖（島根県）の国策公共事業を止め
た運動の経験にもふれて

（島根大学名誉教授、
　島根原発・エネルギー問題県民連絡会代表 )

9月27日（水）
午後６時３０分～

●講演要旨　水力発電は「水利用」の一つです。水は
多様な場にありますが、地球上の水は貴重です。島国
日本で水力発電をどう生かしていくかの工夫も、明治
時代からの課題でした。大きな規模ではなく、身近な
水で小水力発電をしたいニーズは各地にあり、どうやっ
て造るのかのノウハウも大事ですが、何のために小水力
発電に取り組むのか、その原点がゆらぐことなく自然
と地域社会との共存ができるような、小水力発電の話
題提供をしたいと願っています。

講　師　里中　悦子　さん  

小水力電力の様々な
形態と取り組み
使いますか？売りますか？　原点を
大切にしつつ

　（関西広域小水力利用協議会　理事/事務局長 )

11月22日（水）
午後６時３０分～

●講演要旨　2004 年に行政と市民が協働して始めた太
陽光発電事業。個人宅の０円システム、FIT による全量
売電事業を経て、太陽光発電に加えて小水力発電への取
り組み、電力小売り会社の設立による電気の地産地消、
環境学習の推進を行っています。自然エネルギーによる
地域づくりを目指す長野県飯田市での取り組みを、おひ
さま進歩の経験、取り組みから報告しようと考えています。

講　師　菅沼　利和　さん  

行政と市民ですすめる
自然エネルギーによる
地域づくり
長野県飯田市のおひさま進歩の経験から

（おひさま進歩エネルギー株式会社　
　　　　　　代表取締役社長ＣＥＯ）

●省エネ・エコな生活への切り替えの実践
●太陽光やバイオ、市民共同発電所など創

エネの経験
● CO2 の削減につながる公園や里山、山

林の保全の取り組み
●自然エネ・再エネを学び、若い人を育て

る取り組み
●自治体・行政、議会への働きかけの経験

と成果

９月10日(日)
10:00 ～17:00

●視察・見学先

午前中は和歌山県有田川町の町営の小水力
発電を、午後には同町にあるシン・エナジー株
式会社の有田川バイオマス発電所（小規模木質
ガス化発電）を視察・見学します。大阪での小
水力発電、木質バイオ発電を考える素材になる
ことを願っての企画です。

有田川町の小水力発
電・木質ガス化発電

7月20日(木)
朝８時過ぎにマイクロバスで出発し、夕方

５時ごろ帰ってくる日程です。
●視察・見学先

関西電力の大飯原発や美浜原発の現状、原
発マネーでつくられた様々な公共施設の視察・
見学と共に、原発立地地域で原発に反対して活
動を続けている住民の方々との懇談、そして、
大飯町での小水力発電など福井での自然エネ・
再エネの取り組みの現場を視察します。原発立
地県での運動と電力の最大消費地である大阪の
運動の交流・連帯をすするめる企画です。

福井の原発と自然
エネの取り組み

10月26日(木)～　
27日(金)

自然エネ推進運動交流集会

第１講 第２講 第３講 第４講

【交流する主な内容】

●会場　大阪民医連およびＺｏｏｍ ●会場　大阪民医連およびＺｏｏｍ ●会場　大阪民医連およびＺｏｏｍ

●会場　大阪民医連およびＺｏｏｍ

大阪市中央区南本町２-１-８　
　　創建本町ビル２階
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原発ゼロの会・大阪　事務局
　　〒 540-0026  大阪市中央区内本町２丁目１番１９号　内本町松屋ビル 10　370 号
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　　郵便振替口座・郵便貯金口座（口座名はどちらも「原発ゼロの会・大阪」です）
　　郵便振替　00900-8-20144　　　ゆうちょ銀行　記号 14060　番号 45436461

■連続講座
●参加・資料代
　1 回 800 円（学生 : 無料）
　4 回連続ご参加の方は 2,800 円
●講演レジュメについて
　参加者には事前にデータで講演レジュメをお送り
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福島第 1原発の事故を見れば、原発がクリー
ンで安全・安心のエネルギーでないことは明
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によって無限に与えられ、循環利用によって
永続するエネルギーです。また、国際情勢に
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そんな思いを込めて、今年も自然エネル
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